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と は 無 相 関（Stanton,	Danoff-Burg	et	al.,	2000;	
Stanton,	Kirk	et	al.,	2000）または負の相関関係
（Smith,	Lumley,	&	Longo,	2002）にあった。
　EP と EE は中程度から強い正の相関関係にあ
るが，違いも明確にされている。例えば，家族内
の葛藤を扱う場合，EE は EP よりも高い頻度で
用いられ，EE は EP よりも他の自己報告式の感
情表出尺度と強い相関関係にあることが示された
（Stanton,	Kirk	et	al.,	2000）。
















































































状を受け入れている女性は EE を通じて QOL が
高まったことを示した。Manne,	Ostroff,	et	al.	
（2004）は，乳がんと診断されてから 4 ヵ月の時

















と診断されてから 1 ヵ月後の EE が 8 年後の生存
確率を予測したことを示した。















象として，診断 4 ヵ月後の EP が高い群では外傷
後成長を予測したのに対して，低い群では予測し






















































































































る の で あ る（Creswell	 ,	Lam,	et	al.,	2007;	Low,	
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